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問 1 2元符号 GF(2) = {0, 1}上において、情報 i = (i1, i2)の検査ビット (p1, p2, p3)を関数
p1=i1+i2

p2=i1

p3= i2

で与え、符号語が x = (i1, i2, p1, p2, p3)となる [5,2]線形符号を構成する。この線形符号について、

次の (1)～(4)の問いに答えなさい。(1点×4)
(1) 生成行列 Gおよび検査行列 H を求めなさい。

(2) 符号語 xを全てリストアップしなさい。

(3) 最小距離 dmin を求めなさい。

(4) 誤りの検出が可能、かつ、誤り訂正が不可能な受信語 yを全てリストアップしなさい。

問 2 非 2元符号 GF(3) = {0, 1, 2} (mod 3)上の 1つの誤りが訂正可能な線形符号の検査行列

H を以下の書式に合うように 1つ作りなさい。(2点)

H =

 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 0 0

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 0 1 0

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 0 0 1




